
三
つ
の
館
で
美
人
の
湯
堪
能

水
着
着
用
の
混
浴
エ
リ
ア
人
気

自
慢
の
泉
質
、掛
け
流
し

庭
園
露
天
風
呂
を
改
装

「
地
獄
」の
湯
を
掛
け
流
し

奥
伊
豆
の
天
然
の
恵
み
の
お
も
て
な
し

大
浴
場
の
美
容
備
品
を
充
実

逆
さ
富
士
を
湖
面
に
望
む

下
留
の
湯

　
日
本
三
名
泉
の
一
つ
、
下

呂
温
泉
。
飛
騨
川
沿
い
の
温

泉
リ
ゾ
ー
ト
旅
館
、
水
明
館

（
瀧
康
洋
社
長
）
に
は
、
臨

川
閣
、
山
水
閣
、
飛
泉
閣
の

各
館
に
大
浴
場
が
あ
る
。
宿

泊
者
は
全
大
浴
場
を
利
用
可

能
。
な
め
ら
か
な
湯
ざ
わ
り

の
美
人
の
湯
が
評
判
だ
。

　
臨
川
閣
の
「
下
留
の
湯
」

で
は
、
日
本
庭

園
が
望
め
る

檜ひ
の
き

風
呂
を
用

意
。天
井
、壁
、

柱
に
も
檜
が
配

さ
れ
、
木
の
香

り
が
漂
う
。
サ

ウ
ナ
ル
ー
ム
も

完
備
す
る
。

　
山
水
閣
に

は
、
樹
木
の
緑

と
巨
岩
に
囲
ま

れ
た
野
天
風
呂

が
あ
る
。
「
龍

神
の
湯
」
（
男

性
用
）
、
「
観
音
の
湯
」

（
女
性
用
）
か
ら
飛
騨
の
星

空
を
楽
し
み
た
い
。
内
湯
も

備
え
る
。

　
飛
泉
閣
９
階
の
「
展
望
大

浴
場
」
は
、
一
面
ガ
ラ
ス
張

り
の
窓
か
ら
温
泉
街
や
飛
騨

の
山
々
が
一
望
で
き
る
。

　
臨
川
閣
に
は
貸
し
切
り
風

呂
と
岩
盤
浴
も
あ
る
。
岩
盤

浴
で
は
麦
飯
石
、
溶
岩
石
な

ど
天
然
鉱
石
が
使
わ
れ
、
癒

や
し
を
体
感
し
た
い
。

　
全
大
浴
場
の
混
雑
状
況
を

客
室
内
の
テ
レ
ビ
や
館
内
各

所
の
モ
ニ
タ
ー
で
確
認
で
き

る
の
で
、
「
湯
め
ぐ
り
を
す

る
お
客
さ
ま
か
ら
大
変
喜
ば

れ
て
い
る
」
（
同
館
）
。

　
▽
岐
阜
県
下
呂
市
幸
田
１

２
６
８
。
☎
０
５
７
６
（
２

５
）２
８
０
０
。https://ww

w.suimeikan.co.jp/

湖畔混浴　空

展望サウナ－ｋｕ－

　
白
樺
リ
ゾ
ー
ト
池
の
平
ホ

テ
ル（
矢
島
義
擴
社
長
）は
、

１
９
５
５
年
の
創
業
時
か
ら

営
業
し
て
き
た
本
館
を
解
体

し
、

階
建
て
の
新
本
館
を

全
面
改
築
し
て
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｌ
Ａ
Ｋ
Ｅ
　

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
通
り
、
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
た
白
樺
湖
の

ほ
と
り
で
心
地
よ
い
時
間
を

過
ご
せ
る
。

　
新
本
館
の
大
浴
場
は
「
天

然
温
泉
　
湖
天
の
湯
」
で
、

北
八
ヶ
岳
・
蓼
科
山
の
源
泉
、

樽
ヶ
沢
温
泉
の
湯
を
堪
能
で

き
る
。
「
湖
畔
混
浴
　
空

（
そ
ら
）
」
と
、
男
女
入
れ

替
え
制
の
内
湯
「
木
の
湯
」

「
石
の
湯
」
の
三
つ
の
湯
処

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
湖
畔
混
浴
　
空
」
か
ら

は
高
原
の
雄
大

な
景
色
が
広
が

り
、
白
樺
湖
と

湯
面
が
一
体
化

し
た
よ
う
な
イ

ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ

露
天
風
呂
。
セ

ル
フ
ロ
ウ
リ
ュ

が
完
備
さ
れ
て

い
る
「
展
望
サ

ウ
ナ
―
ｋ
ｕ

―
」
か
ら
も
白

樺
湖
の
眺
望
を
楽
し
め
て
、

レ
イ
ク
リ
ゾ
ー
ト
の
開
放
感

に
包
ま
れ
る
。
水
風
呂
は
蓼

科
山
の
伏
流
水
の
か
け
流
し

で
サ
ウ
ナ
ー
も
注
目
だ
。
水

着
着
用
の
混
浴
エ
リ
ア
で
、

家
族
や
友
人
同
士
で
入
浴
を

楽
し
め
る
。

　
内
湯
は
、
木
曽
ひ
の
き
を

あ
し
ら
っ
た
「
木
の
湯
」
と

天
然
石
を
基
調
と
し
た
「
石

の
湯
」
。
男
女
入
れ
替
え
制

な
の
で
宿
泊
す
れ
ば
趣
の
異

な
る
二
つ
の
温
泉
に
入
浴
で

き
る
。
い
ず
れ
の
浴
場
に
も

露
天
風
呂
や
オ
ー
ト
ロ
ウ
リ

ュ
付
き
の
サ
ウ
ナ
が
完
備
さ

れ
て
い
る
。
入
浴
後
は
蓼
科

山
の
伏
流
水
と
炭
酸
水
が
湯

上
が
り
ラ
ウ
ン
ジ
で
楽
し
め

る
。

　
屋
内
型
温
泉
街
「
し
ら
か

ば
仲
見
世
」
は
、
角
打
ち
ス

タ
イ
ル
の
屋
台
で
地
ビ
ー
ル

や
地
酒
が
味
わ
え
、
信
州
の

民
芸
品
や
特
産
物
が
並
ぶ
。

夕
食
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
は
、

の

個
店
や
コ
ー
ナ
ー
が
並
ぶ
リ

ゾ
ー
ト
フ
ー
ド
ホ
ー
ル
で
シ

ェ
フ
が
目
の
前
で
仕
上
げ
る

信
州
や
旬
の
食
材
を
使
用
し

た
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
え
る
。

　
池
の
平
ホ
テ
ル
の
総
客
室

数
は
、
新
本
館
、
東
館
、
ア

ネ
ッ
ク
ス
館
を
合
わ
せ
て
２

４
５
室
。

　
▽
長
野
県
茅
野
市
白
樺

湖
。
☎
０
２
６
６
（
６
８
）

２
１
０
０
。https://www.sh

irakabaresort.jp/

「
カ
ル
ナ
の
館
」の
庭
園
大
露
天
風
呂

　
日
本
の
名
湯
　
金
太
郎
温

泉（
木
下
荘
司
社
長
、
室
）

は
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
や
フ
リ
ー

ラ
ウ
ン
ジ
、
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ

プ
の
新
設
な
ど
、
共
用
部
の

一
連
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
終

え
た
こ
と
も
あ
り
、
温
泉
旅

館
に
宿
泊
す
る
本
質
と
も
い

え
る
温
泉
の
魅
力
の
発
信
に

改
め
て
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
金
太
郎
温
泉

は
１
９
６
５

年
、
掘
削
に
よ

り
地
下
約
千
㍍

か
ら
湧
き
出
し

た
含
硫
黄
―
ナ

ト
リ
ウ
ム
・
カ

ル
シ
ウ
ム
―
塩

化
物
泉
。
食
塩

泉
と
硫
黄
泉
が

混
合
し
た
泉
質

は
国
内
で
も
珍

し
い
。

度
前

後
の
高
温
の
湯

で
、
成
分
の
濃

さ
と
効
能
に
は
定
評
が
あ

る
。
こ
の
湯
を
ユ
ニ
ー
ク
な

大
浴
場
で
、
源
泉
１
０
０
％

掛
け
流
し
で
堪
能
で
き
る
。

　
広
さ
３
０
０
坪
の
大
浴
場

「
壁
画
大
浴
殿
」
は
、
文
化

勲
章
受
章
者
、
浅
蔵
五
十
吉

氏
が
手
掛
け
た
九
谷
焼
陶
板

の
壁
画
を
浴
室
一
面
に
展

示
。「
カ
ル
ナ
の
館
」に
は
、

全
国
か
ら
集
め
た
銘
石
、
奇

石
を
使
っ
た
「
立
山
連
峰
パ

ノ
ラ
マ
大
浴
殿
」
や
「
庭
園

大
露
天
風
呂
」
が
あ
る
。

　
金
太
郎
温
泉
に
は
、
創
業

者
が
発
案
し
た
秘
伝
の
入
浴

法
が
あ
り
、
ぜ
ひ
宿
泊
し
て

お
試
し
い
た
だ
き
た
い
。

　
▽
富
山
県
魚
津
市
天
神
野

新
６
０
０
０
。
☎
０
７

６
５
（
２
４
）
１
２
２
０
。

https://www.kintarouonsen.
co.jp/

庭
園
露
天
風
呂
「
右
の
湯
」

　
旅
行
の
醍
醐
味

だ
い
ご
み

の
一
つ
は

温
泉
。
道
後
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
（
佐
渡
祐
収
社
長
）
は
メ

イ
ン
浴
槽
の
ほ
か
、
バ
イ
ブ

ラ
バ
ス
、
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
、

シ
ル
ク
バ
ス
、
ロ
ウ
リ
ュ
サ

ウ
ナ
、
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
を

備
え
た
大
浴
場
に
続
き
、
今

年
３
月
に
庭
園
露
天
風
呂
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。

　
開
放
的
で
快

適
な
湯
処
の
魅

力
が
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
し
、
釜
、

瓶
、
小
判
、

檜ひ
の
き

、
石
切
、

岩
、
八
角
檜
、

寝
風
呂
の
八
つ

の
趣
の
異
な
る

湯
浴
み
が
楽
し

め
る
。
み
か
ん

ボ
ー
ル
の
湯
、

ま
ん
が
の
湯
、

足
湯
、
手
湯
の

ほ
か
、
贅
沢

ぜ
い
た
く

な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
タ
イ
ム
が
過

ご
せ
る
貸
切
露
天
風
呂（
檜
、

桶
、陶
器
、石
）は
大
人
気
。

　
贅
を
尽
く
し
た
自
慢
の
和

会
席
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
で

の
送
迎
、芸
者
の
お
出
迎
え
、

多
彩
な
館
内
イ
ベ
ン
ト
な
ど

お
も
て
な
し
も
充
実
。

　
館
内
の
「
宿
の
駅
　
道
プ

リ
ま
る
し
ぇ
」
に
は
、
愛
媛

の
特
産
品
や
生
産
者
こ
だ
わ

り
の
逸
品
が
ズ
ラ
リ
と
並

ぶ
。
こ
こ
を
拠
点
と
す
る
生

産
者
と
の
交
流
や
そ
の
故
郷

の
魅
力
を
満
喫
で
き
る
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
プ
レ
ミ
ア
ム

バ
ス
ツ
ア
ー
は
全
国
の
モ
デ

ル
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い

る
。

　
▽
愛
媛
県
松
山
市
道
後
姫

塚
１
０
０
。
☎
０
８
９
（
９

４
７
）５
１
１
１
。https://w

ww.dogoprince.co.jp

大
露
天
風
呂
「
鬼
山
」

　
別
府
鉄
輪
温
泉
お
に
や
ま

ホ
テ
ル（
上
月
敬
一
郎
社
長
）

は
、
別
府
最
大
級
の
露
天
風

呂
を
堪
能
で
き
る
源
泉
掛
け

流
し
の
宿
だ
。

　
湯
は
「
地
獄
」
と
呼
ば
れ

る
自
然
湧
出
の
源
泉
の
う

ち
、
「
鬼
山
地
獄
」
か
ら
引

き
入
れ
て
い

る
。
泉
温
は
約


度
、
泉
質
は

塩
化
物
泉
。

　
高
台
に
位
置

す
る
お
に
や
ま

ホ
テ
ル
の
屋
上

に
あ
る
の
が
、

展
望
露
天
風
呂

「
空
の
湯
」
。

女
性
用
の
浴
場

は
別
府
湾
や
別

府
市
街
地
を
、

男
性
用
の
浴
場

は
扇
山
や
鶴
見

岳
を
一
望
で
き

る
。
十
和
田
石
を
使
用
し
た

浴
槽
を
は
じ
め
、
ひ
の
き
風

呂
、陶
器
風
呂
な
ど
も
あ
る
。

　
大
露
天
風
呂
「
鬼
山
」

「
玖
倍
理

く

べ

り

」
は
、
開
放
感
が

魅
力
。
南
国
情
緒
あ
ふ
れ
る

ヤ
シ
な
ど
の
樹
木
で
囲
ま

れ
、
鮮
や
か
な
緑
が
目
の
前

に
広
が
る
。
男
女
入
れ
替
え

制
。
他
に
家
族
風
呂
が
２
カ

所
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
客
室
数
は

室
。
料
理
は

豊
後
の
海
、
山
の
幸
を
生
か

し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、
夕
食
は

会
席
な
ど
、
朝
食
は
バ
イ
キ

ン
グ
。
温
泉
の
蒸
気
で
魚
介

や
野
菜
を
調
理
し
た
「
地
獄

蒸
し
料
理
」
も
名
物
だ
。

　
▽
大
分
県
別
府
市
鉄
輪
３

３
５
の
１
。
☎
０
９
７
７

（
６
６
）１
１
２
１
。http:/

/www.oniyama-hotel.co.jp/

四つのコネクティングルームが誕生した産土亭

観音温泉　本館　満天檜風呂

　
伊
豆
奥
下
田
「
飲
泉
・
自

家
源
泉
か
け
流
し
の
宿
」
観

音
温
泉
（
鈴
木
和
江
会
長
）

は
、
伊
豆
半
島
の
豊
か
な
山

間
に
た
た
ず
む
極
上
源
泉
の

一
軒
宿
。
昭
和

年
、
先
代

社
長
が
温
泉
掘
削
を
始
め
、

出
湯
と
と
も
に
「
観
音
像
」

を
出
土
、
観
音
温
泉
が
産
声

を
あ
げ
た
。

　
観
音
温
泉
で
は
、
三
つ
の

源
泉
か
ら
、
ｐ
Ｈ
９
・
５
の

豊
か
な
ア
ル
カ
リ
泉
、
硬
度

１
に
も
満
た
な
い
超
軟
水
の

極
上
源
泉
が
毎
分
６
０
０
㍑

も
の
勢
い
で
湧
出
し
、
そ
の

泉
質
は
〝
美
肌
の
湯
〟
を
超

越
し
て
〝
う
ぶ
肌
の
湯
〟
と

ま
で
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
飲
ん
で
お
い
し
く
飲
泉

に
も
最
適
で
、
日
頃
の
食
生

活
な
ど
に
よ
り
酸
性
に
偏
り

が
ち
な
身
体
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
る
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

入
り
の
温
泉
水

「
飲
む
温
泉
・

観
音
温
泉
」
は

過
去
モ
ン
ド
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
で

最
高
金
賞
と
国

際
優
秀
品
質
賞

を
同
時
受
賞
。

都
内
三
つ
星
レ

ス
ト
ラ
ン
の
ス

ー
プ
に
も
使
用
さ
れ
、
現
地

で
は
煮
る
、
炊
く
、
蒸
す
、

焼
く
、
蒸
か
す
な
ど
全
て
の

調
理
に
こ
の
温
泉
水
が
使
わ

れ
て
い
る
。

　
大
浴
場
は
豊
か
な
香
り
の

「
大
総
檜ひ

の
き

風
呂
」
や
星
空

が
感
動
的
な
「
星
空
の
満
天

露
天
風
呂
」
が
人
気
の
「
ガ

ラ
テ
ィ
ア
観
音
乃
湯
」
に
加

え
、
第
三
号
源
泉
を
使
用
し

た
「
観
音
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」

が
大
好
評
。
日
帰
り
温
泉
や

貸
し
切
り
風
呂
で
極
上
源
泉

を
手
軽
に
堪
能
で
き
る
。

　
宿
泊
棟
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
露
天
風
呂
付
き
の
奥
座

敷
「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
」
、
星

空
の
満
天
檜
風
呂
付
き
の
部

屋
「
本
館
」
、
豊
か
な
森
林

ゾ
ー
ン
に
た
た
ず
む
庭
園
檜

風
呂
付
き
の
部
屋
「
正
運

館
」
、
観
音
温
泉
発
祥
の
地

で
、
３
世
代
の
家
族
が
同
時

宿
泊
可
能
な
四
つ
の
コ
ネ
ク

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
が
誕
生
し

た
「
産
土

う
ぶ
す
な

亭
」
な
ど
、
旅
の

ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
チ
ョ
イ

ス
で
き
る
。
全

室
の
う
ち


室
は
源
泉
掛
け
流
し
の
客

室
風
呂
付
き
。
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
空
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
常
連
客
に
は

芸
能
人
や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選

手
も
多
い
。
館
内
は
極
力
段

差
を
な
く
し
、
全
て
の
大
浴

場
に
手
す
り
を
完
備
。
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
も
配
慮
し
て
い

る
。

　
▽
静
岡
県
下
田
市
横
川
１

０
９
２
の
１
。
☎
０
５
５
８

（
２
８
）１
２
３
４
。http:/

/www.kannon-onsen.com/

個室料亭での会席料理

空中庭園露天風呂

　
栃
木
県
・
鬼
怒
川
温
泉
で

最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
老
舗

旅
館
、
あ
さ
や
（
八
木
澤
哲

男
社
長
）
。
自
家
源
泉
「
子

宝
の
湯
」を
所
有
す
る
ほ
か
、

鬼
怒
川
で
最
も
高
い
位
置
か

ら
絶
景
が
楽
し
め
る
空
中
庭

園
露
天
風
呂
な
ど
、
豊
富
な

湯
、
多
彩
な
風
呂
で
湯
浴
み

が
楽
し
め
る
。

　
湯
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温

泉
で
肌
触
り
が
良
い
。
吹
き

抜
け
ロ
ビ
ー
が
華
や
か
な

「
秀
峰
館
」
、
和
の
情
緒
が

漂
う
「
八
番
館
」
に
さ
ま
ざ

ま
な
風
呂
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。

　
宿
自
慢
の
空
中
庭
園
露
天

風
呂
は
秀
峰
館
の

階
に
。

鬼
怒
川
ラ
イ
ン
下
り
で
使
用

す
る
舟
と
同
じ
も
の
を
浴
槽

に
し
た
舟
湯
で
の
入
浴
や
、

山
々
を
眺
め
な
が
ら
入
浴
で

き
る
立
ち
湯
、

空
を
見
上
げ
る

寝
湯
な
ど
、
９

種
の
湯
船
が
楽

し
め
る
。

　
秀
峰
館
に
男

性
用
大
浴
場

「
麻
の
湯
」
、

女
性
用
大
浴
場

「
紅
葉
の
湯
」、

貸
し
切
り
風
呂

「
打
ち
出
の
小

槌
の
湯
」
が
あ
る
。
八
番
館

に
は
「
滝
の
湯
」
が
あ
り
、

男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
大
浴
場
に

露
天
風
呂
、
座
湯
が
あ
る
。

女
性
客
に
は
ナ
ノ
ミ
ス
ト
サ

ウ
ナ
や
シ
ル
キ
ー
風
呂
が
お

す
す
め
。

　
大
浴
場
で
は
美
容
ブ
ラ
ン

ド
・
Ｒ
ｅ
Ｆ
ａ
の
シ
ャ
ワ
ー

ヘ
ッ
ド
「
Ｒ
ｅ
Ｆ
ａ
　
Ｆ
ｉ

ｎ
ｅ
　
Ｂ
Ｕ
Ｂ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
」
と

ド
ラ
イ
ヤ
ー
「
Ｒ
ｅ
Ｆ
ａ
　

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
　
Ｄ
Ｒ

Ｙ
Ｅ
Ｒ
」
を
利
用
で
き
る
。

　
食
事
は
種
類
が
豊
富
な
ブ

ッ
フ
ェ
が
オ
ス
ス
メ
。
夕
食

は
和
洋
中
約
１
０
０
種
、
朝

食
は
和
洋
約

種
の
料
理
を

提
供
。
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン

で
は
目
の
前
で
焼
き
た
て
の

ス
テ
ー
キ
や
天
ぷ
ら
な
ど
を

調
理
す
る
。
焼
き
た
て
の
石

窯
ピ
ッ
ツ
ァ
、
美
と
健
康
に

こ
だ
わ
っ
た
ベ
ジ
タ
ブ
ル
コ

ー
ナ
ー
、
豊
富
な
デ
ザ
ー
ト

コ
ー
ナ
ー
も
女
性
に
好
評

だ
。
プ
ラ
ン
に
よ
り
個
室
料

亭
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
の
会
席

料
理
も
選
べ
る
。

　
八
番
館
個
室
料
亭
で
の
会

席
料
理
で
は
栃
木
の
ブ
ラ
ン

ド
牛
「
と
ち
ぎ
和
牛
」
を
は

じ
め
と
し
た
地
場
産
食
材
や

旬
の
食
材
を
堪
能
で
き
る
。

器
に
も
こ
だ
わ
り
、
目
で
も

楽
し
め
る
。

　
▽
栃
木
県
日
光
市
鬼
怒
川

温
泉
滝
８
１
３
。
☎
０
２
８

８（
７
７
）１
１
１
１
。htt

ps://www.asaya-hotel.co.jp/

露天風呂「黒富士」

富士山眺望足湯テラス　水月

　
富
士
河
口
湖
北
岸
に
建
つ

秀
峰
閣
　
湖
月
（
小
佐
野
国

博
社
長
）
は
、
全
て
の
部
屋

と
露
天
風
呂
か
ら
、
左
右
対

称
に
広
が
る
富
士
の
稜
線
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
晩

秋
か
ら
春
に
か
け
て
は
雪
化

粧
を
施
し
、
春
は
桜
、
秋
は

紅
葉
を
添
え
た
富
士
山
が
宿

泊
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
。

条
件
が
合
え
ば
、
逆
さ
富
士

が
湖
面
に
現
れ
る
。

　
殿
方
露
天
風
呂
「
黒
富

士
」
、
ご
婦
人
露
天
風
呂

「
赤
富
士
」
は
、
い
ず
れ
も

正
面
に
河
口
湖
、
そ
の
先
に

富
士
を
望
む
絶
景
の
浴
場
。

　
殿
方
大
浴
場「
ふ
じ
桜
」は

サ
ウ
ナ
風
呂
付
き
。
ご
婦
人

大
浴
場「
お
と
め
桜
」は
ス
チ

ー
ム
サ
ウ
ナ
付
き
で
、
脱
衣

場
に
は
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
と

小
さ
い
子
ど
も
の
着
替
え
に

利
用
で
き
る
畳
を
設
け
、
女

性
客
の
利
用
に

配
慮
し
て
い

る
。
両
浴
場
と

も
ガ
ラ
ス
の
向

こ
う
に
は
さ
え

ぎ
る
物
が
一
切

な
い
、
雄
大
な

富
士
を
望
む
。

エ
ス
テ
サ
ロ
ン

も
完
備
し
、
極

上
の
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
を
提

供
す
る
。

　
２
階
に
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
空
間
で
富
士
を
眺
め
な
が

ら
温
泉
が
堪
能
で
き
る
足
湯

付
き
の
部
屋
と
、
足
湯
と
露

天
風
呂
両
方
が
付
い
た
部
屋

を
備
え
て
い
る
。

　
今
年
３
月
１
日
に
は
３
階

の
温
泉
露
天
風
呂
付
き
客
室

４
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
ベ

ッ
ド
化
を
図
る
と
と
も
に
、

畳
の
上
で
は
な
く
、
ダ
イ
ニ

ン
グ
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
ゆ
っ

く
り
と
部
屋
食
を
楽
し
め
る

よ
う
に
し
た
。
庭
園
テ
ラ
ス

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
富

士
山
眺
望
足
湯
テ
ラ
ス
　
水

月
」
で
は
、
河
口
湖
越
し
に

シ
ン
メ
ト
リ
ー
な
姿
の
富
士

山
が
、
湖
面
に
映
る
逆
さ
富

士
と
と
も
に
望
め
る
。
旬
の

新
鮮
な
食
材
を
生
か
し
た
料

理
長
こ
だ
わ
り
の
会
席
料
理

を
味
わ
い
な
が
ら
、
富
士
山

を
独
り
占
め
す
る
ぜ
い
た
く

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
。

　
館
内
の
浴
場
は
足
湯
も
全

て
天
然
温
泉
を
引
い
て
お

り
、
神
経
痛
、
筋
肉
痛
、
関

節
痛
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾

病
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
泉
質
は
カ
ル
シ
ウ

ム
、ナ
ト
リ
ウ
ム
、硫
酸
塩
、

塩
化
物
温
泉
（
低
調
性
・
ア

ル
カ
リ
性
・
高
温
泉
）
。

　
▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士

河
口
湖
町
河
口
２
３
１
２
。

☎
０
５
５
５
（
７
６
）
８
８

８
８
。http://www.kogetu.c

om/

（７） 第３１９７号第３種郵便物認可２０２３年（令和５年）１１月１３日（月曜日）


